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	参加目的：
　半導体に関連して多岐に渡る研究分野について発表される中で、当論文のテーマである光と電子スピンを結ぶインタフェースとして扱われる横型量子ドットの魅力を伝え、異分野の人々とも交流する機会を増やし、今後の研究に生かす知見を幅広く得ること。

	会議の状況：

　およそ800人の参加者が16のトピックに区分され、5，6セッションが同時進行する口頭発表と、ポスターセッションの時間が合わせて開催された。関連分野の量子情報のセッションは常に満席に近い盛況を呈しており、光応答やスピントロニクスの分野も人気であった。

	成果概要：

　当論文はスピントロニクスのセッションに割り当てられ、質疑応答含め15分間の口頭発表が行われた。この特定のセッションの観客は横型量子ドットへのなじみが少ないと見られ、発表後に実時間スピン測定について複数の基礎的な質問を受けた。細かい議論をする機会は少なかったが磁性分野の人に興味を持ってもらえ、当研究の進展を伝えることができたと思われる。ポスターセッションの時間にはインタフェースに有用と考えられる異なる材料系の進展具合を確かめることができ、また、ドープ層のキャリアトラップ時間、三重量子ドットでのトンネル時間など自分で取り扱うことはないが実験に有用な情報を新たに得ることができた。近しい外国人研究員を通して他の国の研究機関に在籍する近い分野の人々と新たに交流することができ、普段はなじみがないが興味深い量子情報の理論や欠陥準位の話を楽しむことができた。今回、このように貴重で有意義な議論を多くできた。望月基金に深く御礼申し上げます。


